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Abstract 
This study is a part of the activity to develop an interdisciplinary lesson plan for high school students 
on the climate environment around Japan and the “seasonal feeling”.  This time, we focused our 
attention to the asymmetric seasonal march from autumn to the next spring as proposed by Kato et al. 
(2013).  Comparison of the climate between early winter and early spring was made in the class not 
only on that around the Japan but also on the relation to the larger-scale systems such as the Siberian air 
mass, including the brief data analysis.  The students also compared the detailed “seasonal feeling” 
between the two seasons expressed in the school songs and the Japanese classic poems called “Wa-Ka”. 
This paper reports the contents and results of this joint activity at the two high schools. 
Keywords: Interdisciplinary activity on climate and cultural understanding education, Climate 
environment around Japan, Seasonal cycle and “seasonal feeling”, Asymmetric seasonal 
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 第 1 表 日本列島付近における冬を挟む非対称的な季節
進行の特徴。加藤(内)他（2013）等に基づき纏めた。 






























































































青陵高等学校での土曜講座（2013 年 12月 21日(土)10
時〜12 時頃。音楽と連携して。出席者約 30 名），及
び，岡山県立岡山一宮高等学校（2014年 3月 5日 14:45
〜15:30。地理の日本の気候に関する発展的内容とし





育学部生向けの教科横断的授業。2013 年 8 月 28 日〜







































































































































































































































































































































































































第 1図 学習活動②で使用した作業用シートの例。 
曲毎にミシン目を入れ 1曲ずつ切り離すことができるようにした。 
 
 活動で取り上げた愛唱歌は，次の 10 曲である。 
「秋から冬へ」 
《紅葉》      （詩：高野辰之・曲：岡野貞一） 
《里の秋》    （詩：斎藤信夫・曲：海沼 実） 
《野菊》      （詩：石森延男・曲：下総皖一） 
《冬の星座》  （詩：堀内敬三・曲：ヘイス） 
《たきび》    （詩：巽 聖歌・曲：渡辺 茂） 
「冬から春へ」 
《早春賦》    （詩：吉丸一昌・曲：中田 章） 
《どこかで春が》（詩：百田宗治・曲：草川 信） 
《春の小川》   （詩：高野辰之・曲：岡野貞一） 
《花》        （詩：武島羽衣・曲：滝廉太郎） 







































































































 第 3 図 第 2 図下段に対応するグラフを描かせるために
授業で配布したグラフエリア。 
 また，日射に関しては，晴天時の日射に注目して，
第 2 表の 2 月〜4 月における太陽の南中高度，昼間の
長さ，太陽高度 45°以上の時間数の例，及び，第 4 図
の太陽高度 45°以上の時間数の緯度分布の，初冬（11
月 11 日を例に）と早春（3 月 12 日）との比較，を提
示した（加藤・加藤・逸見 2009 や加藤・加藤（2005）
と同様な計算による）。なお，加藤(内)他（2013）も述


























 第 4図 太陽高度 45°以上の時間数の緯度分布。単位は１
日当たりの時間数。3 月 12 日を実線，11 月 11 日を破線で
示す。加藤(内)他（2013）の図を改変。 
 





















平均の海面水温や（Kato and Asai 1983），海からの熱
や水蒸気の輸送量の季節変化の図等を提示して説明





対象：岡山県立岡山一宮高等学校 2 年生 
  （2 クラスで計 80 名程度）（地理の授業の一環） 
授業者：加藤内藏進(T1)，森泰三(T2) 
テーマ：季節進行の非対称性を通してみる日本の広域 
    気候環境―「秋から冬」と「冬から春」の 









































べて季節進行が 2〜3 月先行する。6〜8 月頃のオホー
ツク海高気圧形成にも関係したユーラシア大陸高緯
度域と周辺海域との気温のコントラストの形成や，Ⅰ
章でも述べた 9 月〜10 月頃の台風活動，及び，梅雨
前線と秋雨前線との特徴の違い等も，その背景を反映
した例と言えよう（加藤 1995a,b；中村・深町 2005；
Nakamura and Fukamachi 2004; Murakami and 




































 第 5 図は，シベリア高気圧の強さや「勢力範囲」（目
安として 1020hPa 以上の領域を青で塗った）の季節
経過の把握のために使用した，月平均海面気圧の分布
図の例である。授業では，9 月〜4 月の図を利用した。 
日本の気候環境と愛唱歌などにみる季節感に関する高校での学際的授業の開発 


























































 また，第 6 図は，授業で使用した地上の月平均気温
分布図で，気象庁 HP に掲載の気候図（1979〜2004 年

















藤内藏進が作業を行なった結果を第 7 図に示す）。 





12 加藤内藏進・加藤晴子・三宅昭二・森泰三  
133°E において-15℃の等温線が最も南下しているの















 以上の 2.1〜2.4 で述べた学習活動の様子の一部を，






















































ついて，集計の一例を第 3 表に示す。 
 



































 第 9 図 気温や明るさのイメージについて，初冬（●）
と早春（◎）とを比較してプロットしてもらったシート。
座標の縦軸，横軸のスケールは任意とした。 


































































































 一方，第 12 図から分かるように，気候の学習前後
とも「早春の方が初冬よりも気温が低い」という正し





徒も少なくなかった（第 1 象限や第 3 象限の，紫の破
線よりも上方）。興味深いことに，これらの生徒は，
授業後に「初冬に比べて早春の方が明るい」ことをよ
り強く認識した生徒であった（第 12 図の黒丸）。 











































































































































































































ームの CIPP 評価モデル（Context, Input, Process, and 
Product Evaluation Model）（Stufflebeam 2003）に基づき，
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